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1.3 実行委員会 

ヒト型レスキューロボットコンテスト実行委員会がヒト型レスキューロボットコンテストを主催す

る。なお本規定においては、ヒト型レスキューロボットコンテスト実行委員会を単に実行委員会と略記

することがある。実行委員会の長を実行委員長とする。 

 

2. 競技 

本競技は、ヒト型ロボットを目視で遠隔操縦して、フィールド内で「トンネルくぐり」「段差乗り越

え」「ガレキ除去」「要救助者搬送」の 4 つのタスクを順にクリアし、かかった時間の短さを競う。また、

トンネルや段差の移動、要救助者の扱いの良し悪し、全体のパフォーマンスに関して、審査員の評価が

加わる。特に、要救助者を「やさしく」救助することを重視する。 

 

2.1 競技の流れ 

競技時間は、6 分間である（ファイナルミッションで搭載カメラ遠隔操縦の場合は 9 分）。審判の宣

言後、計時が開始され、競技を中断する場合があっても、レスキュー活動が終了するまでは、時計を止

めることはない。競技時間内に、以下のタスクを順にクリアし、所要時間の短さを競う。 

1. トンネルくぐり 

2. 段差乗り越え 

3. ガレキ除去 

4. 要救助者搬送 

また、トンネルや段差の移動、ガレキ除去、要救助者人形の扱い、道具の使用、全体のパフォーマンス

に関して、審査員が評価する。 

2.2 競技フィールド 

机（長さ 650mm×幅 450mm）20 台を図の様に並べて、競技フィールドの土台とし、机の天板の上に

合板を載せ、パンチカーペットを敷く。パンチカーペットは、厚さ 2.7mm、表面はポリプロピレン 100％、

商品名ハーモニー o-451（2012 年では，ホームセンターコーナンで入手可能であった。現在も入手可

能か確認中。入手不可の場合は，同等品を使用する。）。机のつなぎ目の高低差などによる凹凸がある。

また、パンチカーペットの上にテープを貼っている部分があり、摩擦が異なる。 

フィールドの縁には枠はないので、落下の危険性がある。フィールドの周囲には落下時の衝撃を吸収

するクッションを配置するが、完全ではないので注意されたい。 
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